
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※本資料は、当院で維持透析を受けている患者様もしくは定期的に受診されている外来患者様が新型コロナウイルスへの感染が疑わしい場合を想定した対策です。当院は

クリニックにつき入院施設ではなく、また、新型コロナウイルスに感染した透析患者や外来患者を受け入れることは想定しておりません。 
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～はじめに～ 

新型コロナウイルスについて、WHO は、コロナウイルス病を略した「COVID」と、感染が報告された 2019 年を組み合わせて「COVID-19」と命名しました。 

COVID-19 も、インフルエンザとはまた別の対応方法が求められています。 

病名 COVID―19 

MERS ウイルス SARS ウイルス 

インフルエンザ 

（中東呼吸器症候群） （重症急性呼吸器症候群） 

症状 高熱・肺炎・強い倦怠感 高熱・肺炎・腎炎・下痢 高熱・肺炎・下痢 高熱・頭痛・関節痛など 

重症化しやすい人  慢性疾患、高齢者 糖尿病等慢性疾患、高齢者、入院患者 糖尿病等慢性疾患、高齢者 通常は重症化しない 

発生年 2019 年～ 2012 年～現在 2002 年～2003 年（終息） 毎年 

患者数 97,510 人増加中↑ 2,499 人 8,096 人 70 億人 

致死率 3.4％ 35.0% 9.6% 0.1％(国内） 

患者 1 人から感染する人数 1.4～2.5 人程度 0.69 人程度 2～4 人程度 2～3 人程度 

潜伏期間 3～14 日程度か 2～14 日間程度 2～10 日程度 1～4 日程度  

感染源 コウモリ？野生肉？ ヒトコブラクダ キクガシラコウモリ 人 

流行地 中国 
サウジアラビア、アラブ首長国連

邦 
中国、香港、台湾、シンガポール 世界各地 

感染経路 飛沫、接触、エアロゾル感染？ 咳、飛沫、接触 咳、飛沫、接触、便 咳、飛沫、接触 

その他 

・無症状病原体保有者がいる 

・無症状～軽症の人も多い 

・対症療法が中心 

・新型コロナ 2 タイプか？ 

MERS ウイルスに、症状として「腎

炎」がある 

SARS ウイルスは、2003 年に終息したとさ

れる 

2009 年の新型インフルエンザは、

A/H1N1 型であった。これを受けて 2012

年に『新型インフルエンザ等対策特別

措置法』ができた 

※参考：～腎者エール！～透析生活。QOL 向上のススメ『新型コロナウイルス COVID-19 とは？透析患者にできること。』（URL：https://jinjyayell.com/07l02meneki-coronavirus/） 



＜ひかりクリニックの新型コロナウイルス対策について＞ 
風邪症状で来院される方は、体温を測定された上で必ずご連絡ください。37.0 度以上の発熱患者様は別室にて診察させて頂きます。 

 
体温が 37.5 度以上の患者様 

・当院は透析患者様の治療を行っておりますので、初診で来院される患者様は申し訳ありませんが他院への受診をお願いします。 

・当院かかりつけの患者様…指定病院に診察要請させて頂きます。 

・一般患者様…診断が付くまでは当院にて対応させて頂きます。 

・当院にて透析治療を受けられている患者様…37.5 度以上の発熱が 2 日以上続いた方は診断が付くまで 当院にて対応させて頂きます。 
                       ( 隔離室での透析、又は空間的隔離・時間的隔離にて対応させて頂きます) 

 
体温が 37.0 度以上の患者様 

 来院されましたら… 携帯電話等からクリニックへ連絡して頂くか玄関左側のインターホンを使用してください。 

           事務員が誘導いたします。 

・車で来院された方…車にてお待ちください。診察時別室にご案内いたします。 

・徒歩や公共交通機関等で来院された方…事務員が別室に誘導いたします。別室にてお待ちください。 

 

以下の基準を参考に帰国者・接触者相談センターへご相談ください。 
 

・風邪の症状や 37.5 度以上の発熱が 4 日以上続いている 

・高齢の方、糖尿病、心不全、呼吸器疾患の基礎疾患がある方や透析を受けている方、免疫抑制剤や抗がん剤等を 

用いている方で、37.5 度以上の発熱が 2 日以上続いている 

・強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある 

（※注）このページは３月１２日時点の情報を元に掲載しています。 

 

新型コロナウイルス感染症の受診や予防方法に関するお問い合わせは、 

・県保健予防課（電話：０２７－２２４－８２００） 

・厚生労働省の電話相談窓口（０１２０－５６５－６５３） 

・最寄りの保健福祉事務所（保健所）※伊勢崎市保健福祉事務所（０２７０－２５－５０６６） 

までお願いいたします。 

https://www.pref.gunma.jp/02/d29g_00243.html#hokenjo

